
 

  
      

 

 

生き方の標（しるべ） 
 生きて働く力としての道徳的資質・能力の柱となる構成要素は、学習指導要領に具体的に３つ述
べられています。 

 

 

 

 自らの体験を通して考え、それらを重ねながら導き出した自分なりの結論が「生き方の標」となり
ます。中身の濃い経験を重ねることが、揺るぎない標としての「人間力」の形成に繋がるものと考え
ています。                             （校長 河原 秀樹） 

★道徳に関するアンケートの結果から★ 
 ５月に比べ、７月の結果は概ねよくなっています。月１回の道徳だより
の他、週に１度、授業の様子をＨＰで公開しております。道徳の教科書等
もご覧いただき、ご家庭でも道徳の学びについて話題にしていただけれ
ば幸いです。 

 

生徒アンケート 

 

保護者アンケート 

 

※「道徳だより」は学校ホームページにも公開しております。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

１ 道徳科の授業は、好きだ。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

２ 道徳科の授業は、自分にとってためになっている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

３ 道徳科の教材やほかの人の考えを通して、自

分なりの考えをもつことができる。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

４ 道徳科の授業で新たな見方や考え方に気づい
たり、考えが変わったりしたことがある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

５ 道徳科で学習したことを、家で話題にしたこと
がある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

１ 道徳科の教科書を見たことがある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

２ 道徳科は、子どもの成長に必要だ。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

３ 学校には、１週間に１時間、道徳科の授業があ

ることを知っている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

４ 道徳科で、子どもが学習している内容を知っ
ている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

５月

５ 道徳科の授業内容について、子どもから聞い
たことがある。
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○何を理解しているか、何ができるか。 
○理解していること・できることをどう使うか。 
○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか。 

…あてはまる 

…どちらかというとあてはまる 

…どちらかというとあてはまらない 

…あてはまらない 


